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「
資
料
横
断
的
な
漢
字
音
・
漢
語
音
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（D

H
SJR

）
」
を
用
い
た
研
究
成
果
報
告
会

国
立
国
語
研
究
所

令
和
六
年
一
一
月
三
〇
日

漢
字
音
・
漢
語
音
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
『
大
般
若
経
字
抄
』

中
澤

信
幸
（
山
形
大
学
）

は
じ
め
に

藤
原
公
任
撰
『
大
般
若
経
字
抄
』
（
長
元
五
年
頃
成
、
一
〇
三
二
、
以
下
『
経
字
抄
』
）
は
、
「
漢
呉
二
音
相
同
」
と

い
う
独
特
の
注
音
方
針
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
「
呉
音
」
は
「
和
音
」
、
す
な
わ
ち
早
く
か
ら
日
本
に
入
っ
て

き
て
和
化
し
た
漢
字
音
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
特
に
「
大
般
若
経
読
誦
音
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
「
漢
呉
二
音
相
同
」
音
注
の
真
の
目
的
、
す
な
わ
ち
な
ぜ
「
漢
音
」
と
「
呉
音
」
と
の
両
方
で
注
音
す
る
必
要
が

あ
っ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
充
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
本
発
表
は
『
経
字
抄
』

の
「
漢
呉
二
音
相
同
」
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、「
資
料
横
断
的
な
漢
字
音
・
漢
語
音
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

（
以
下D

H
SJR

）
に
組
み
込
ん
だ
場
合
の
新
た
な
研
究
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

『
経
字
抄
』
と
「
漢
呉
二
音
相
同
」

一
―
一

『
経
字
抄
』
に
つ
い
て

『
経
字
抄
』
は
『
大
般
若
経
』
に
関
す
る
巻
音
義
で
、
石
山
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
漢
字
音
注
は
大
半
が
同
音
字

注
（
類
音
注
）
で
あ
る
が
、
一
部
に
反
切
音
注
や
片
仮
名
音
注
も
見
ら
れ
る
。
同
音
字
注
に
つ
い
て
は
、
そ
の
注
音
方

針
と
し
て
後
序
に
「
注
以
漢
呉
二
音
相
同
之
字
」
と
記
す
。
ま
た
、
和
訓
を
片
仮
名
で
記
し
て
い
る
点
に
も
特
徴
が
あ

る
。こ

の
『
経
字
抄
』
の
撰
者
は
長
ら
く
不
明
で
あ
っ
た
が
、
渡
辺
修
（
一
九
五
三
）
に
よ
り
藤
原
公
任
の
撰
で
あ
る
こ

と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
渡
辺
は
、
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
「
公
云
」
「
公
任
云
」
「
公
任
卿
云
」
等

の
注
記
の
内
容
が
、
『
大
般
若
経
字
抄
』
の
内
容
と
一
致
す
る
こ
と
を
発
見
し
た
こ
と
で
、
こ
の
結
論
を
導
く
に
至
っ

た
。
こ
れ
は
日
本
漢
字
音
研
究
史
上
で
も
画
期
的
な
発
見
で
あ
る
と
い
え
る
。

『
経
字
抄
』
の
音
注
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
二
戸
麻
砂
彦
（
一
九
八
一
・
一
九
八
九
）
に
全
体
的
な
考
察
が
あ
る
。

ま
た
発
表
者
も
以
前
『
経
字
抄
』
音
注
全
体
を
分
韻
表
に
し
て
公
表
し
て
い
る
。
（
中
澤
一
九
九
五
）

一
―
二

「
漢
呉
二
音
相
同
」
に
つ
い
て

一
―
二
―
一

「
漢
呉
二
音
相
同
」
に
関
す
る
先
行
研
究

『
経
字
抄
』
で
は
、
そ
の
注
音
方
針
と
し
て
、
後
序
に
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

今
任
二

巻
軸
之
次
一

注
以
二

漢
呉
二
音
相
同
之
字
一

、
雖
二

其
音
不
一
レ

遠
、
至
二

于
浅
智
不
遍
知
之
字
一

不
二

敢
用
一
レ

之
、

偏
依
二

呉
音
一

別
戴
（
載
？
）
二

正
音
一

、
或
以
二

假
名
一

注
レ

之
（
二
七
ウ
２
～
５
、
句
読
返
点
は
私
に
付
す
。
）

こ
れ
に
つ
い
て
、
沼
本
克
明
（
一
九
七
八
）
で
は
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

そ
れ
を
呉
音
で
読
め
ば
被
注
音
字
の
呉
音
を
、
漢
音
で
読
め
ば
漢
音
を
、
示
す
よ
う
な
漢
字
一
字
で
注
音
し

(a)た
。
但
し
そ
の
注
音
字
が
難
字
で
あ
る
場
合
（
難
字
と
思
わ
れ
る
例
し
か
適
当
な
漢
字
が
無
い
場
合
）
に
は
そ

の
方
法
を
取
ら
ず
、
た
だ

呉
音
で
読
ん
で
一
致
す
る
漢
字
を
使
い
正
音
（
漢
音
）
は
別
に
示
す
か
、
又
は

(b)

(c)

呉
音
を
仮
名
で
加
え
（
漢
音
は
別
に
加
え
）
た

ま
た
沼
本
（
一
九
七
九
）
で
は
、
『
経
字
抄
』
に
お
け
る
「
呉
音
」
と
そ
の
中
に
見
ら
れ
る
漢
音
形
の
混
入
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

斯
く
し
て
、
経
字
抄
は
、
音
義
と
い
う
体
裁
を
取
り
、
而
も
独
自
の
注
音
法
に
よ
っ
て
、
掲
出
字
一
字
一
字
の

呉
音
を
（
そ
し
て
大
部
分
の
も
の
に
つ
い
て
は
漢
音
を
も
）
も
示
す
と
は
う
た
い
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
そ
の

音
義
の
本
文
た
る
大
般
若
経
の
読
誦
音
形
か
ら
脱
却
し
得
て
い
な
い
部
分
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
右
に
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摘
出
し
た
漢
音
形
の
み
の
音
注
は
、
そ
の
大
般
若
経
読
誦
音
の
生
の
姿
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
所
に
そ
の
出
現

の
原
因
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
以
下
略
）

ま
た
高
松
政
雄
（
一
九
七
三
）
で
は
、
『
経
字
抄
』
に
お
け
る
「
呉
音
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
前
略
）
公
任
卿
云
呉
音
に
限
っ
て
は
、
そ
の
呉
音
と
い
う
名
称
を
先
取
り
し
た
と
こ
ろ
の
、
実
質
は
和
音
相

当
の
も
の
、
即
ち
、
呉
音
イ
コ
ー
ル
和
音
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
こ
の
正
音
的
な
要
素
―
こ
れ
は
中
国

唐
代
音
の
色
濃
き
影
響
下
に
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
内
包
す
る
と
こ
ろ
の
呉
音
は
、
私
に
云
う
和
音
で

し
か
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
公
任
は
、
そ
の
如
く
に
正
音
的
要
素
を
含
み
は
す
る
け
れ
ど
も
、
他
面
で
は
、
ま
た
、
多
分
に
旧

形
―
後
に
云
う
所
謂
呉
音
的
な
る
も
の
を
も
有
す
る
、
一
般
に
は
そ
れ
ら
を
引
括
め
て
な
お
和
音
と
称
し
て
い

た
も
の
を
し
も
、
そ
の
旧
形
に
特
に
注
目
し
て
、
本
来
の
彼
土
的
な
意
の
も
の
か
ら
、
我
が
国
的
な
意
の
も
の

に
転
用
し
て
、
新
た
に
、
呉
音
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
が
所
属
す
る
社
会
で
は
、
常
に
、
用
語

と
し
て
は
、
漢
音
・
呉
音
で
通
し
て
い
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
当
時
、
そ
の
実
質
は
不
明
確
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
も
の
を
、
彼
自
身
の
解
釈
に
お
い
て
、
そ
の
和
音
を
、
呉
音
と
置
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
で
、
公
任
は
、
先
駆
者
で
あ
っ
た
。

二
戸
（
一
九
八
一
）
で
は
、
先
の
公
任
の
注
音
方
針
を

「
注
以
二

漢
呉
二
音
相
同
之
字
一

」
、

「
偏
依
二

呉
音
一

別

(ｲ)

(ﾛ)

戴
（
載
？
）
二

正
音
一

」
、

「
或
以
二

假
名
一

注
レ

之
」
に
分
け
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る
。

(ﾊ)

原
則
と
し
て
、
母
字
の
漢
音
と
呉
音
と
が
各
々
把
握
で
き
る
「
漢
呉
二
音
相
同
」
の
注
字
に
よ
っ
て
注
音
す

(ｲ)

る
。

母
字
の
呉
音
の
み
一
致
す
る
注
字
を
用
い
、
母
字
の
漢
音
は
別
に
示
す
。

(ﾛ)

あ
る
い
は
、
仮
名
書
音
注
に
よ
っ
て
母
字
の
漢
音
と
呉
音
を
示
す
。

(ﾊ)に
関
し
て
は
先
の
沼
本
（
一
九
七
八
）
の

と
は
解
釈
が
異
な
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
二
戸

(ﾊ)

(c)

は
、
『
経
字
抄
』
の
音
注
全
般
を
中
国
語
中
古
音
及
び
唐
代
標
準
音
で
分
析
し
た
結
果
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

本
稿
を
要
す
る
に
、
「
経
字
抄
」
が
有
す
る
「
漢
呉
二
音
相
同
」
の
音
注
は
、
そ
の
漢
音
に
つ
い
て
見
れ
ば
、

慧
琳
音
に
代
表
さ
れ
る
唐
代
後
期
の
標
準
語
音
を
基
盤
と
し
て
字
音
把
握
が
な
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
「
経
字
抄
」
に
あ
る
「
母
字
の
漢
音
に
対
し
て
は
漢
音
を
施
行
す
る
注
字
」
と
い
う
注
音
方
針
は
、
体

系
的
な
字
音
把
握
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
の
先
行
研
究
に
共
通
す
る
部
分
を
取
り
上
げ
る
と
、
だ
い
た
い
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

『
経
字
抄
』
に
お
け
る
「
呉
音
」
は
「
和
音
」
、
す
な
わ
ち
早
く
か
ら
日
本
に
入
っ
て
き
て
和
化
し
た
漢
字
音
で

あ
り
、
こ
の
場
合
は
特
に
「
大
般
若
経
読
誦
音
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
「
漢
音
」
は
、
当
時
正
式
な

中
国
語
音
と
さ
れ
て
い
た
唐
代
標
準
音
に
よ
っ
た
音
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
―
二
―
二

後
序
全
文
と
渡
辺
修
に
よ
る
要
約

以
上
に
挙
げ
た
先
行
研
究
で
は
、
い
ず
れ
も
公
任
が
示
し
た
注
音
方
針
の
核
心
部
分
を
も
と
に
議
論
を
進
め
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
注
音
方
針
を
述
べ
た
部
分
は
、
『
経
字
抄
』
後
序
の
一
部
分
で
し
か
な
い
。
本
発
表
で
は
「
漢
呉

二
音
相
同
」
の
周
辺
を
掘
り
下
げ
る
べ
く
、
そ
の
後
序
の
全
文
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

佛
曰
下
至
一
句
、
能
善
受
持
不
忘
失
者
、
獲
福
无
量
餘
一
切
法
。
若
忘
若
失
、
其
罪
尚
軽
於
般
若
波
羅
蜜
。
忘
失

一
句
者
、
罪
同
前
福
矣
。
滅
後
受
持
之
軰
、
若
有
闕
漏
紕
繆
、
其
罪
雖
不
嚴
重
、
其
福
殆
是
唐
捐
乎
。
仍
撿
近
代

人
々
所
撰
音
義
、
或
雖
立
篇
詳
聲
、
捜
所
在
之
間
早
難
轉
讀
。
或
雖
経
帙
指
巻
、
案
反
音
之
處
自
致
停
滞
。
加
之

随
音
而
述
旨
意
不
允
号
（
者
？
）
有
一
二
。
知
而
不
改
謂
後
人
何
。
今
任
巻
軸
之
次
、
注
以
漢
呉
二
音
相
同
之
字
。

雖
其
音
不
遠
、
至
于
浅
智
不
遍
知
之
字
、
不
敢
用
之
、
偏
依
呉
音
、
別
戴
（
載
？
）
正
音
。
或
以
假
名
注
之
。
不

顧
碩
學
之
相
嘲
、
唯
欲
璅
才
之
易
讀
者
也
。
又
法
相
宗
學
從
勘
進
丗
余
所
闕
文
、
并
或
音
義
疑
脱
落
。
稍
異
本
之

徒
カ

文
等
於
有
證
者
、
此
以
注
附
、
俟
來
哲
之
取
捨
而
已
。
（
二
六
ウ
６
～
二
八
オ
２
、
句
読
点
は
私
に
付
す
。
）

こ
の
後
序
を
試
み
に
書
き
下
し
に
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

佛
曰
く
下
一
句
に
至
る
ま
で
、
能
く
善
を
受
持
し
忘
失
せ
ざ
る
は
、
无
量
餘
り
一
切
の
法
を
獲
福
す
。
若
し
忘
れ
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若
し
失
ふ
こ
と
あ
れ
ど
も
、
其
罪
般
若
波
羅
蜜
に
於
き
て
は
尚
ほ
軽
し
。
一
句
を
忘
失
す
る
は
、
罪
前
の
福
ひ
に

同
じ
。
滅
後
に
受
持
の
軰
、
若
し
闕
漏
紕
繆
有
ら
ば
、
其
の
罪
嚴
重
な
ら
ず
と
雖
も
、
其
の
福
ひ
殆
ど
是
れ
唐
捐

な
り
や
。
仍
に
近
代
の
人
々
の
所
撰
す
る
音
義
を
撿
ず
る
に
、
或
ひ
は
篇
を
立
て
聲
を

詳

か
に
す
と
雖
も
、
所

さ
ら

つ
ま
ひ
ら

在
を
捜
す
間
早
く
轉
讀
し
難
し
。
或
ひ
は
経
帙
巻
を
指
す
と
雖
も
、
反
音
を
案
ず
る
處
自
ず
か
ら
停
滞
に
致
る
。

之
に
加
へ
て
音
に
随
ひ
て
旨
意
を
述
ぶ
る
に
允
は
ざ
る
者
一
二
有
り
。
知
る
に
後
人
に
改
め
て
謂
は
ず
は
何
ぞ
や
。

か
な

今
巻
軸
の
次
に
任
せ
、
漢
呉
二
音
相
同
の
字
を
以
て
注
す
。
其
の
音
遠
か
ら
ず
と
雖
も
、
浅
智
に
遍
く
知
ら
れ
ざ

る
字
に
至
り
て
は
、
敢
へ
て
之
を
用
ひ
ず
、
偏
へ
に
呉
音
に
依
り
、
別
に
正
音
を
戴
す
。
或
ひ
は
假
名
を
以
て
之

を
注
す
。
碩
學
の
相
嘲
を
顧
み
ず
、
唯
だ
璅
才
の
讀
み
易
き
を
欲
す
る
者
な
り
。
又
法
相
宗
の
學
徒
丗
余
所
の
闕

文
を
勘
進
し
、
并
び
に
或
る
音
義
の
脱
落
を
疑
ふ
。
稍
し
異
本
の
文
等
證
と
す
る
者
有
ら
ば
、
此
れ
以
て
注
附
し
、

す
こ

哲
來
た
り
て
取
捨
す
る
を
俟
つ
の
み
。

こ
の
後
序
全
文
に
関
し
て
は
、
渡
辺
（
一
九
五
三
）
に
よ
っ
て
要
約
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
長
き
に
わ
た
る
が
引

用
す
る
。そ

の
序
は
、
ま
ず
、
大
般
若
経
読
誦
の
功
徳
を
説
い
て
筆
を
起
し
、

一
、
読
誦
に
当
っ
て
は
、
闕
漏
紕
繆
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、
功
徳
の
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

二
、
従
っ
て
、
正
し
く
文
章
を
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
が
、
そ
の
為
に
は
、
経
文
の
文
字
に
つ
い
て
音
と

義
と
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
次
に
少
し
く
原
文
を
引
く
、

（
中
略
、
「
仍
撿
近
代
人
々
」
～
「
知
而
不
改
謂
後
人
何
」
の
部
分
）

こ
の
文
に
よ
れ
ば
、
経
文
の
音
義
を
説
く
も
の
と
し
て
は
、
部
類
別
の
も
の
と
、
巻
の
順
な
が
ら
反
切
を
用
い

た
も
の
と
が
、
当
時
既
に
存
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
組
織
が
字
形
を
標
準
と
し
、
偏
傍
を
共
通
し

た
も
の
を
部
門
を
分
か
ち
一
括
し
て
集
め
、
そ
の
音
訓
を
注
釈
す
る
玉
篇
の
如
き
字
書
や
、
四
声
を
基
と
し
、
音

韻
に
よ
っ
て
分
類
彙
集
し
た
切
韻
の
如
き
韻
書
で
あ
っ
て
は
、
そ
の
文
字
を
探
す
の
に
暇
が
か
か
り
、
経
文
転
読

の
妨
げ
と
な
る
。
ま
た
、
経
帙
の
順
序
に
字
句
を
並
べ
て
所
要
の
文
字
を
直
ぐ
見
出
せ
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
も
、

若
し
反
切
に
よ
っ
て
字
音
を
注
し
た
の
で
は
、
そ
の
音
を
た
ち
ど
こ
ろ
に
案
ず
る
事
が
困
難
で
あ
る
。
そ
の
上
、

か
れ
こ
れ
を
考
え
る
の
に
、
そ
の
音
や
義
の
中
に
も
適
切
で
な
い
所
説
が
ま
ま
み
ら
れ
る
。
当
然
そ
れ
ら
の
事
は
、

後
人
の
た
め
に
改
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
こ
の
書
の
組
織
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

四
、
（
中
略
、
「
今
任
巻
軸
之
次
」
～
「
唯
欲
璅
才
之
易
讀
者
也
」
の
部
分
）

つ
ま
り
、
今
は
巻
軸
の
次
第
を
追
っ
て
文
字
を
抽
出
し
て
並
べ
、
そ
れ
に
漢
呉
二
音
の
相
同
じ
き
字
を
選
ん
で
、

音
注
を
附
す
る
事
と
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
中
で
そ
の
二
音
の
違
わ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
音
註
に
用
い
る
為
の
文
字
が
、
日
常
普

通
で
な
い
よ
う
な
文
字
で
あ
る
時
は
、
こ
れ
を
採
る
こ
と
を
避
け
、
普
通
目
に
触
れ
て
い
る
文
字
の
呉
音
に
よ

っ
て
注
音
し
、
そ
の
時
は
別
に
正
音
も
載
せ
る
事
と
す
る
。
あ
る
い
は
、
全
然
仮
名
に
よ
っ
て
注
音
す
る
事
も

あ
る
。
そ
の
趣
旨
は
、
別
に
碩
学
の
人
の
非
難
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
た
だ
浅
学
の
人
々
に
読
み
易
く
し
、

簡
便
・
明
確
に
字
音
を
注
す
る
事
を
目
的
と
す
る
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）

五
、
最
後
に
、
経
文
の
考
定
に
も
多
大
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
即
ち
、

（
中
略
、
「
又
法
相
宗
學
從
勘
進
丗
余
所
闕
文
」
以
降
の
部
分
）

法
相
宗
の
人
た
ち
が
、
経
文
中
に
三
十
余
ヶ
條
の
闕
文
の
あ
る
事
を
勘
進
し
て
い
る
し
、
或
音
義
に
は
脱
落

あ
る
か
、
と
疑
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
異
本
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
証
と
す
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
ら
、

そ
れ
を
附
記
し
て
後
来
の
学
者
の
参
考
に
供
し
た
い
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
（
１
）

。

二

「
漢
呉
二
音
相
同
」
に
つ
い
て
の
再
検
討

二
―
一

「
漢
呉
二
音
相
同
」
の
必
要
性
と
は

公
任
の
後
序
全
文
を
理
解
す
る
の
に
、
渡
辺
の
要
約
は
参
考
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
改
め
て
全
文
を
読
む
と
、

新
た
に
疑
問
点
が
湧
い
て
く
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
公
任
は
「
漢
呉
二
音
相
同
」
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
後
序
の
冒
頭
（
渡
辺
の
要
約
の
一
及



- 4 -

び
二
）
で
、
経
文
の
文
字
に
つ
い
て
音
と
義
と
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説
い
た
後
、
続
く
部
分
（
要
約

の
三
）
で
既
存
の
音
義
の
批
判
に
移
る
。
そ
の
後
の
部
分
（
要
約
の
四
）
で
例
の
「
漢
呉
二
音
相
同
」
の
注
音
方
針
が

述
べ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
部
分
（
要
約
の
三
ま
で
）
か
ら
の
流
れ
を
考
え
る
と
、
少
々
唐
突
な
印
象

も
受
け
る
。

す
な
わ
ち
、
「
経
文
の
文
字
に
つ
い
て
音
と
義
と
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
時
の
、
「
音
」
と
は
何

、

で
あ
っ
た
の
か
。
「
正
し
い
中
国
語
音
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
「
漢
音
」
ま
た
は
反
切
で
注
音
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ

っ
て
、
「
呉
音
」
を
も
記
す
必
要
は
な
い
。
実
際
に
平
安
中
期
に
は
、
中
算
撰
『
法
華
経
釈
文
』
（
貞
元
元
年
成
、
九

七
六
）
等
「
漢
音
」
や
反
切
に
よ
る
注
音
が
施
さ
れ
た
音
義
も
存
在
す
る
。

ま
た
「
音
」
と
い
う
の
が
「
正
し
い
読
誦
音
」
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
「
呉
音
」
ま
た
は
読
誦
音
そ
の
も
の
で
注
音

す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
「
漢
音
」
を
も
記
す
必
要
は
な
い
。
実
際
に
『
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
』
（
承
暦
三
年
抄
、

一
〇
七
九
）
や
院
政
期
以
降
の
法
華
経
音
義
類
で
は
、
呉
音
に
よ
る
注
音
が
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
公
任
の
『
経
字
抄
』
は
、
「
漢
音
」
（
反
切
）
に
よ
る
音
注
か
ら
「
呉
音
」
に
よ
る
音
注

と
い
う
、
歴
史
的
な
流
れ
の
中
の
「
過
渡
期
」
と
位
置
付
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
公
任
が
「
漢

呉
二
音
相
同
」
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
。
そ
の
答
え
と
し
て
、
一
つ
に
は
次
の
よ
う
な
仮
説
を
立
て
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。

①

公
任
は
学
問
的
な
能
力
を
誇
示
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
「
漢
呉
二
音
相
同
」
と
い
う
難
問
に
挑
戦
し
た
。

『
大
鏡
』
で
「
三
船
の
才
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
る
ほ
ど
の
公
任
で
あ
れ
ば
、
①
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て

も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
「
漢
呉
二
音
相
同
」
の
理
由
を
①
だ
け
に
限
定
す
る
の
は
、
少
々
無
理
が
あ
ろ
う
。

二
―
二

「
呉
音
」
は
い
ま
だ
中
国
語
音
で
あ
っ
た
？

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
公
任
は
「
漢
呉
二
音
相
同
」
の
音
注
を
施
す
必
要
が
あ
っ
た
か
。
こ
こ
で
改
め
て
『
経
字
抄
』
に

お
け
る
注
音
方
法
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。

先
の
注
音
方
針
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、『
経
字
抄
』
に
お
い
て
は

煕
怡

抑
（
一
オ
３
）

音
基

伊

音
億

の
よ
う
な
同
音
字
注
を
基
本
と
し
、
難
字
と
思
わ
れ
る
例
し
か
適
当
な
字
が
な
い
場
合
に
の
み
、
別
に
反
切
ま
た
は
仮

名
書
き
音
注
を
用
い
る
と
し
て
い
た
。
実
際
に
『
経
字
抄
』
で
は
、
大
半
の
掲
出
字
に
同
音
字
注
に
よ
る
「
漢
呉
二
音

相
同
」
の
音
注
が
施
さ
れ
る
。
後
序
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
反
切
に
よ
っ
て
字
音
を
注
し
た
の
で
は
、
そ
の
音
を
た

ち
ど
こ
ろ
に
案
ず
る
事
が
困
難
で
あ
る
」
と
い
う
理
由
か
ら
、
同
音
字
注
を
用
い
た
と
い
う
説
明
は
理
解
で
き
る
。
そ

れ
で
は
、
な
ぜ
仮
名
書
き
音
注
に
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
際
に
後
世
の
音
義
類
は
、
大
半
が
仮
名
書
き
音
注

を
用
い
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
の
よ
う
な
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
。

②

公
任
に
と
っ
て
は
、
漢
音
と
と
も
に
呉
音
も
い
ま
だ
中
国
語
音
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
。

つ
ま
り
中
国
語
音
で
あ
る
が
た
め
に
、
な
る
べ
く
仮
名
書
き
音
注
を
用
い
ず
に
同
音
字
注
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
こ
れ
は
今
日
の
英
語
学
習
等
で
、
片
仮
名
に
よ
る
注
音
を
避
け
る
の
と
同
じ
原

理
で
あ
る
。
）
従
来
公
任
の
言
う
「
呉
音
」
は
「
和
音
」
、
す
な
わ
ち
和
化
し
た
漢
字
音
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
（
そ
の
実
態
は
と
も
か
く
と
し
て
）
、
少
な
く
と
も
公
任
自
身
に
は
「
呉
音
は
中
国
語
音
で
あ
る
」
と

い
う
意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
「
漢
呉
二
音
相
同
」
音
注
の
意
味
も
理
解
で

き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
一
―
二
―
一
で
挙
げ
た
二
戸
（
一
九
八
一
）
も
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
『
経
字
抄
』
に
お
け
る
「
漢
呉
二
音
相

同
」
音
注
は
、
唐
代
標
準
音
を
基
盤
と
し
て
字
音
把
握
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
「
母
字
の
漢
音
に
対
し
て
は
漢
音

を
施
行
す
る
注
字
」
で
注
音
す
る
と
と
も
に
、
実
は
呉
音
に
対
し
て
も
呉
音
で
注
音
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
母
字
と
唐
代
標
準
音
で
同
じ
音
と
な
る
字
を
注
字
と
し
て
充
て
る
こ
と
に
よ
り
、
漢
音
だ
け

で
な
く
呉
音
で
も
注
音
で
き
る
こ
と
を
公
任
は
企
図
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
漢
呉
二
音
相
同
」
音
注
は
、

公
任
に
と
っ
て
は
中
国
語
音
の
知
識
を
生
か
す
、
一
つ
の
方
法
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
（
２
）

。
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三
D
H
S
J
R

と
『
経
字
抄
』

三
ー
一

D
H
S
J
R

の
枠
組
み
と
『
経
字
抄
』

さ
て
、
こ
の
『
経
字
抄
』
の
内
容
をD

H
SJR

の
枠
組
み
に
当
て
は
め
る
と
、
表
１
の
よ
う
に
な
る
。

表
１

D
H
S
J
R

と
『
大
般
若
経
字
抄
』

資
料
番
号

未
定

資
料
名

石
山
寺_

大
般
若
経
字
抄

資
料
内
漢
字
番
号

上
か
ら
順
番
に
番
号
を
付
け
る

資
料
内
漢
語
番
号

上
か
ら
順
番
に
番
号
を
付
け
る
（
一
部
で
熟
語
単
位
で
の
掲
出
あ
り
）

単
字_

見
出
し

外
字
は

で
表
す

〓

単
字_

出
現
形

外
字
は[

]

で
表
す
（
偏
＋
旁
な
ど
の
形
で
）

漢
語_

見
出
し

単
字
と
同
様
に
外
字
は

で
表
す

〓

漢
語_

出
現
形

単
字
と
同
様
に
外
字
は[

]

で
表
す
（
偏
＋
旁
な
ど
の
形
で
）

漢
語_alphabet

該
当
し
な
い

語
種

該
当
し
な
い

漢
語
内
位
置

熟
語
単
位
で
の
掲
出
の
場
合
、
そ
の
位
置
を
示
す

単
字
長

該
当
し
な
い

声
点

一
部
で
声
調
の
み
表
示
し
て
い
る
例
あ
り

声
点
型

声
調
注
を
そ
の
ま
ま
記
入

仮
名
注

一
部
で
仮
名
音
注
あ
り

仮
名
型

仮
名
音
注
を
そ
の
ま
ま
記
入

反
切

一
部
で
反
切
音
注
あ
り

類
音

大
半
が
こ
れ
に
該
当
（
同
音
字
注
）

節
博
士

該
当
し
な
い

そ
の
他

特
に
な
し

出
現
位
置

一
丁
表
三
行
目
（
一
オ
３
）

→

01a3

備
考

特
記
事
項
が
あ
れ
ば
記
載
（
「
四
十
二
字
」（
３
）

な
ど
）

以
下
、
『
経
字
抄
』
の
音
注
の
例
を
示
し
、D

H
SJR

の
枠
組
み
に
実
際
に
当
て
は
め
て
み
る
。

三
ー
二

『
経
字
抄
』
の
音
注

三
ー
二
ー
一

同
音
字
注

『
経
字
抄
』
の
音
注
の
う
ち
の
大
半
が
こ
れ
に
当
た
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

煕
怡
（
一
オ
３
）

音
基

伊

ま
た
、
同
音
字
注
の
中
に
は
、
正
音
を
別
に
示
し
た
も
の
も
あ
る
。

正俓

脛

（
一
オ
４
）

音
經

こ
れ
ら
をD

H
SJR

の
枠
組
み
に
当
て
は
め
る
と
、
表
２
の
よ
う
に
な
る
。

表
２

同
音
字
注

D
H

SJR

煕

怡

脛

資
料
内
漢
字
番
号

1
2

8

資
料
内
漢
語
番
号

1
1

7

単
字_

見
出
し

煕

怡

脛

単
字_

出
現
形

煕

怡

脛

漢
語_

見
出
し

煕
怡

煕
怡

脛
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漢
語_

出
現
形

煕
怡

煕
怡

脛

漢
語
内
位
置

1
2

1
類
音

音
基

伊

音
經

正
俓

出
現
位
置

01a3
01a3

01a4

D
H

SJR

で
は
「
類
音
」
を
表
す
欄
は
一
カ
所
の
み
な
の
で
、
別
に
正
音
を
示
し
て
い
る
場
合
も
そ
こ
に
記
入
し
て

表
す
し
か
な
い
。

三
ー
二
ー
二

反
切
音
注

『
経
字
抄
』
で
は
同
音
字
注
（
あ
る
い
は
仮
名
音
注
）
に
加
え
て
反
切
を
示
す
場
合
が
あ
る
。
後
序
に
示
さ
れ
た
注

音
方
針
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
正
音
を
示
し
て
い
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

蒲
各
反

博
教
反

爆
抱

（
一
ウ
２
）

欻

（
一
ウ
３
）

音
迫

正
許
勿
反

忽

こ
れ
ら
をD

H
SJR

の
枠
組
み
に
当
て
は
め
る
と
、
表
３
の
よ
う
に
な
る
。

表
３

反
切
音
注

D
H

SJR

爆

欻

資
料
内
漢
字
番
号

23
26

資
料
内
漢
語
番
号

21
24

単
字_

見
出
し

爆

欻

単
字_

出
現
形

爆

欻

漢
語_

見
出
し

爆

欻

漢
語_

出
現
形

爆

欻

漢
語
内
位
置

1
1

反
切

蒲
各
反

博
教
反

正
許
勿
反

類
音

音
迫

抱

忽

出
現
位
置

01b2
01b3

反
切
が
複
数
あ
る
場
合
に
は
、
同
音
字
注
の
場
合
と
同
様
に
、
一
カ
所
に
す
べ
て
を
記
入
し
て
表
す
し
か
な
い
。

三
ー
二
ー
三

仮
名
音
注

『
経
字
抄
』
で
は
仮
名
音
注
も
見
ら
れ
る
。
一
―
二
―
一
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
呉
音
の
み
を
示
し
て
い
る
の

か
、
そ
れ
と
も
呉
音
・
漢
音
の
両
方
を
示
し
て
い
る
の
か
、
議
論
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

古
廻

反

魁

膾
（
二
オ
３
）

渠
列

反

竭

（
三
ウ
５
）

音
火
以

音
ケ
ツ

ま
た
、
梵
語
音
訳
字
な
ど
で
、
単
独
で
仮
名
音
注
を
付
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

迦

（
五
オ
７
）

火
也

こ
れ
ら
をD

H
SJR

の
枠
組
み
に
当
て
は
め
る
と
、
表
４
の
よ
う
に
な
る
。

表
４

仮
名
音
注

D
H

SJR

魁

竭

迦

資
料
内
漢
字
番
号

41
72

134

資
料
内
漢
語
番
号

39
68

127

単
字_

見
出
し

魁

竭

迦

単
字_

出
現
形

魁

竭

迦
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漢
語_

見
出
し

魁
膾

竭

迦

漢
語_

出
現
形

魁
膾

竭

迦

漢
語
内
位
置

1
1

1
仮
名
注

音
火
以

音
ケ
ツ

火
也

仮
名
型

音
火
以

音
ケ
ツ

火
也

反
切

古
廻
反

渠
列
反

出
現
位
置

02a3
03b5

05a7

備
考

四
十
二
字

三
ー
二
ー
四

声
調
注

ま
た
、
『
経
字
抄
』
で
は
声
調
の
み
を
示
し
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

數
取
趣
（
三
ウ
３
）

可
惡
（
四
ウ
７
）

入
聲

去
聲

こ
れ
ら
をD

H
SJR

の
枠
組
み
に
当
て
は
め
る
と
、
表
５
の
よ
う
に
な
る
。

表
５

声
調
注

D
H

SJR

數

惡

資
料
内
漢
字
番
号

69
107

資
料
内
漢
語
番
号

65
102

単
字_

見
出
し

數

惡

単
字_

出
現
形

數

惡

漢
語_

見
出
し

數
取
趣

可
惡

漢
語_

出
現
形

數
取
趣

可
惡

漢
語
内
位
置

1
2

声
点

入
聲

去
聲

声
点
型

入
聲

去
聲

出
現
位
置

03b3
04b7

こ
れ
ら
は
厳
密
な
意
味
で
は
「
声
点
」
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
記
入
し
て
表
す
し
か
な
い
。

三
ー
三

『
経
字
抄
』
をD

H
S
J
R

に
組
み
込
む
に
あ
た
っ
て
の
課
題

『
経
字
抄
』
で
は

字
の
見
出
し
字
に
対
し
て
、
同
音
字
注
は

例
、
反
切
音
注
は

例
、
仮
名
音
注
は

例
、
声

665

695

18

35

調
注
は
２
例
で
あ
っ
た
（
４
）

。
つ
ま
り
大
半
の
字
に
同
音
字
注
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
反
切
音
注
、
仮
名
音
注

は
少
数
派
で
あ
る
。

D
H

SJR

は
す
で
に
多
く
の
漢
字
音
資
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
仮
名
音
注
、
お
よ
び
声
点
が
付
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
音
字
注
（
類
音
注
）
の
も
の
は
少
数
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
『
経
字
抄
』
をD

H
SJR

に
組

み
込
む
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
い
え
る
。

そ
の
一
方
で
、
『
経
字
抄
』
は
同
音
字
注
を
中
心
と
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
（
見
出
し
字
だ
け
で
は
な
く
）
注
字

に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
「
漢
呉
二
音
相
同
」
と
い
う
注
音
方
針
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
見
出
し
字
と
注

字
の
両
方
を
検
証
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。D

H
SJR

で
は
、
注
字
（
類
音
注
）
を
中
心
に
利
用
す
る
こ
と
は
想

定
さ
れ
て
い
な
い
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
利
用
法
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。

ま
た
、
見
出
し
字
と
注
字
と
の
対
応
関
係
が
、
は
た
し
て
日
本
漢
字
音
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
る
の
か
、
あ
る
い
は
中
国

語
音
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
の
検
証
も
、
現
状
のD

H
SJR

で
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
中
古

中
国
語
音
デ
ー
タ
と
の
連
係
が
必
要
で
あ
る
。

四

D
H
S
J
R

を
利
用
し
た
『
経
字
抄
』
研
究
の
展
望
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そ
れ
で
は
、D

H
SJR

を
利
用
し
た
『
経
字
抄
』
研
究
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

四
ー
一

同
音
字
注
の
検
証

同
音
字
注
に
つ
い
て
は
、
見
出
し
字
だ
け
で
な
く
音
注
も
漢
字
な
の
で
、
こ
の
両
方
をD

H
SJR

で
検
証
す
る
と
い

う
方
法
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
三
―
二
―
一
で
も
挙
げ
た

煕
怡
（
一
オ
３
）

正俓

脛

（
一
オ
４
）

音
基

伊

音
經

の
見
出
し
字
と
注
字
に
つ
い
て
、
実
際
にD

H
SJR

で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
見
て
み
よ
う
。

表
６

「
煕
」

D
H

SJR
煕

基

尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
文

キ
イ

色
葉
字
類
抄

キ

キ

居
之
反

九
条
本
法
華
経
音

居
二
反

世
俗
諺
文

キ

法
華
経
音
訓

キ

邦
訳
日
葡
辞
書

キ

和
英
語
林
集
成
第
三
版

キ

い
ず
れ
の
音
注
も
「
キ
」
と
い
う
字
音
を
反
映
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
『
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
文
』
に
つ
い

て
は
、
「
煕
怡
」
の
２
字
に
対
し
て
「
キ
イ
イ
」
と
い
う
注
が
付
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
「
怡
」
に
引
か
れ
て
長
音

化
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
字
に
つ
い
て
は
呉
音
・
漢
音
で
の
発
音
の
違
い
は
認
め
ら
れ
な
い
。

表
７

「
怡
」

D
H

SJR

怡

伊

大
般
若
波
羅
蜜
多
経

イ

イ

尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
文

イ

色
葉
字
類
抄

イ

イ

於
脂
反

浄
土
三
部
経
音
義

イ

論
語

イ

イ

邦
訳
日
葡
辞
書

イ

イ

和
英
語
林
集
成
第
三
版

イ

九
条
本
法
華
経
音

以
而
反

智
証
大
師
畫
讃

イ

法
華
経
音
訓

イ

本
朝
文
粋

イ

中
庸
章
句

イ

い
ず
れ
も
「
イ
」
と
い
う
字
音
を
反
映
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
字
に
つ
い
て
も
呉
音
・
漢
音
で
の
発
音
の

違
い
は
認
め
ら
れ
な
い
。

表
８

「
脛
」

D
H

SJR

脛

經

俓

大
般
若
波
羅
蜜
多
経

キ
ヤ
ウ

邦
訳
日
葡
辞
書

ケ
イ
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和
英
語
林
集
成
第
三
版

ケ
イ

金
光
明
最
勝
王
経
音
義

キ
や
ン

和
漢
朗
詠
集

ケ
イ

こ
れ
は
複
数
の
同
音
字
注
が
付
さ
れ
た
も
の
で
、
「
經
」
が
呉
音
を
、
「
俓
」
が
正
音
（
漢
音
）
を
示
し
た
も
の
と

認
め
ら
れ
る
。
『
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
』
の
音
注
の
「
ン
」
は
喉
内
尾
音
（

）
を
示
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の

ŋ

で
、
こ
れ
は
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
音
注
と
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
仏
典
読
誦
音
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
一
方
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
音
注
は
漢
音
を
反
映
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
と
の
対
照
か
ら
、

「
經
」
は
呉
音
を
、
「
俓
」
は
漢
音
を
示
し
て
い
る
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
例
か
ら
考
え
る
と
、
呉
音
・
漢
音
で
音
形
に
違
い
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
「
漢
呉
二
音
相
同
」
と
し
て

一
つ
の
同
音
字
注
を
与
え
、
呉
音
・
漢
音
で
音
形
に
違
い
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
呉
音
・
漢
音
そ
れ
ぞ
れ
に
音
注

を
与
え
て
い
る
と
い
え
る
。

以
上
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、D

H
SJR

を
利
用
し
て
さ
ら
に
多
く
の
同
音
字
注
（
見
出
し
字
と
注
字
）
を

検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
見
出
し
字
と
注
字
で
の
声
調
の
違
い
に
つ
い
て
も
、
検
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（D
H

SJR

を
利
用
す
れ
ば
、
そ
れ
は
可
能
で
あ
る
。
）

四
ー
二

仮
名
音
注
の
検
証

仮
名
音
注
が
呉
音
の
み
を
示
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
呉
音
・
漢
音
の
両
方
を
示
し
て
い
る
の
か
、
議
論
が
分
か

れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
次
の
２
例
（
「
魁
」
は
三
―
二
―
三
で
掲
出
済
み
）

古
廻

反

魁

膾
（
二
オ
３
）

古
對

反

塊

（
一
三
ウ
３
）

音
火
以

音
火
以

に
つ
い
て
、
実
際
にD

H
SJR

で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
見
て
み
よ
う
。

表
９

「
魁
」
「
塊
」

D
H

SJR

魁

塊

大
般
若
波
羅
蜜
多
経

ク
ヱ

ク
ワ
イ

医
心
方

ク
ワ
イ

ク
ヱ

九
条
本
法
華
経
音

過
皆
反

果
廻
反

荘
子

苦
対
反

苦
猥
反

色
葉
字
類
抄

ク
ワ
イ

智
証
大
師
畫
讃

ク
ワ
イ

法
華
経
音
訓

ク
エ

邦
訳
日
葡
辞
書

ク
ヮ
イ

ク
ヮ
イ

和
英
語
林
集
成
第
三
版

ワ
イ
（
ク
ワ
イ
？
）

ク
ワ
イ

『
経
字
抄
』
の
仮
名
音
注
「
火
以
」
は
、
「
ク
ワ
イ
」
と
い
う
音
形
を
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
音
形
か

ら
判
断
す
れ
ば
、
こ
れ
は
呉
音
で
は
な
く
漢
音
を
表
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
「
大
般
若
経
読
誦
音
」

に
漢
音
形
が
混
入
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
（
５
）

。
「
魁
」
に
つ
い
て
は
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
は
「
ク
ヱ
」
と
し

て
お
り
、
こ
れ
は
『
経
字
抄
』
の
仮
名
音
注
と
は
異
な
る
。
一
方
「
塊
」
の
方
は
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
も
「
ク
ワ

イ
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
漢
音
形
が
混
入
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、『
法
華
経
音
訓
』

で
は
「
ク
エ
」
の
み
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
『
経
字
抄
』
の
仮
名
音
注
をD

H
SJR

と
総
合
的
に
対
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
検
証
す
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
二
―
二
の
②
で
述
べ
た
、
公
任
が
漢
音
だ
け
で
な
く
呉
音
も
中
国
語
音
と
認
識
し
て

い
た
と
い
う
仮
説
も
、
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

五

結
語



- 10 -

以
上
、
『
経
字
抄
』
をD

H
SJR

に
組
み
込
ん
だ
場
合
の
研
究
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。D

H
SJR

は
ジ

ャ
ン
ル
の
異
な
る
漢
字
音
資
料
を
総
合
的
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
呉
音
・
漢
音
の
実

態
を
容
易
に
検
証
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
、
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
『
経
字
抄
』
を
組
み
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
、
公
任
の
「
漢
呉
二
音
相
同
」
の
真
意
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

一
方
で
、
公
任
の
音
注
が
、
は
た
し
て
日
本
漢
字
音
レ
ベ
ル
で
注
し
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
中
国
語
音
レ
ベ
ル

で
注
し
た
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
の
検
証
は
、
将
来
的
な
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
中
古
中
国
語
音
デ
ー

タ
と
の
連
係
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

注（
１
）
渡
辺
は
こ
れ
を
承
け
て
、
『
経
字
抄
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

結
局
、
大
般
若
経
字
抄
は
、
一
般
字
書
の
類
と
い
う
よ
り
も
、
大
般
若
経
の
研
究
書
と
い
う
色
彩
の
強
い
も
の

で
あ
っ
て
、
こ
の
書
の
内
容
と
組
織
は

一
、
字
音
・
字
義
を
附
す
る
と
共
に
、

二
、
闕
文
剰
文
に
つ
い
て
も
述
べ
る
も
の

で
あ
る
。

（
２
）
小
松
英
雄
（
一
九
九
五
）
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
平
安
時
代
に
は
仏
教
教
学
に
お
い
て
「
正
音
」
（
漢
音
）

か
ら
「
呉
音
」
を
導
く
と
い
う
い
う
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
あ
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
３
）
『
経
字
抄
』
の
５
オ
～
５
ウ
に
か
け
て
、「
四
十
二
字
」
と
し
て
梵
語
音
訳
字
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
４
）
暫
定
値
。

（
５
）
沼
本
（
一
九
七
九
）
で
は
、
呉
音
で
は
本
来
は
「
ク
ヱ
」
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
を
「
ク
ワ
イ
」
と
い
う
漢
音
形

で
注
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
大
般
若
経
読
誦
音
」
に
お
け
る
漢
音
形
混
入
の
反
映
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

引
用
文
献
（
五
十
音
順
）

小
松
英
雄
（
一
九
九
五
）

「
日
本
字
音
の
諸
体
系

―
読
誦
音
整
備
の
目
的
を
中
心
に
―
」
築
島
裕
編
『
日
本
漢
字

音
史
論
輯
』、

～

頁
、
東
京
：
汲
古
書
院

13

37

高
松
政
雄
（
一
九
七
三
）

「
公
任
卿
云
呉
音
」
『
國
語
國
文
』

―
３
、
『
日
本
漢
字
音
の
研
究
』
所
収
、

～

42

145

181

頁
、
一
九
八
二
、
東
京
：
風
間
書
房

中
澤
信
幸
（
一
九
九
五
）

「
公
任
『
大
般
若
経
字
抄
』
音
注
攷
（
資
料
篇
）」『
愛
文
』

、

～

頁
、
松
山
：
愛
媛
大

30

19

34

学
法
文
学
部
国
語
国
文
学
会

二
戸
麻
砂
彦
（
一
九
八
一
）
「
石
山
寺
一
切
経
蔵
本
大
般
若
経
字
抄
音
注
攷

―
「
漢
呉
二
音
相
同
」
の
音
注
の
資
料

的
分
析
―
」『
國
學
院
大
學
紀
要
』

、

～

頁
、
東
京
：
國
學
院
大
學

12

208

235

二
戸
麻
砂
彦
（
一
九
八
九
）
「
石
山
寺
一
切
経
蔵
本
大
般
若
経
字
抄
音
注
攷
・
続

―
正
音
注
・
呉
音
注
・
仮
名
書
音

注
な
ど
に
つ
い
て
―
」
『
山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
紀
要
』

、

～

頁
、
甲
府
：
山

22

23

38

梨
県
立
女
子
短
期
大
学

沼
本
克
明
（
一
九
七
八
）

「
石
山
寺
一
切
経
蔵
本

大
般
若
経
字
抄
解
題
」
『
古
辞
書
音
義
集
成
』
３
、
東
京
：
汲

古
書
院

沼
本
克
明
（
一
九
七
九
）

「
大
般
若
経
読
誦
音
に
於
る
場
合
」
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
２
、
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於

る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』
所
収
、

～

頁
、
一
九
八
二
、
東
京
：
武
蔵
野
書
院

121

155

渡
辺

修
（
一
九
五
三
）

「
図
書
寮
蔵
本
類
聚
名
義
抄
と
石
山
寺
蔵
本
大
般
若
経
字
抄
と
に
つ
い
て
」
『
国
語
学
』

・

、

～

頁
、
東
京
：
国
語
学
会

13

14

35

50
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研
究
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成
事
業
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学
術
研
究
助
成
基
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助
成
金
、
基
盤
研
究

（
Ｂ
）
（
一
般
）
、
研
究
課
題
名
：
資
料
横
断
的
な
漢
字
音
・
漢
語
音
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡
充
と
運
用
に
向
け
た
基
礎

的
研
究
、
課
題
番
号
：23K

21937

、
研
究
代
表
者
：
加
藤
大
鶴
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


